
キ
リ
ト
リ

・
太
枠
内
だ
け 

楷
書
・
ペ
ン
書
で
記
入
す
る

・
俳
句
は
右
側
の
欄
か
ら
記
入（
最
大
六
句
記
入
可
）

・
投
句
料　

一
般
の
部
・
二
句
一
組
、
千
円

青
少
年
の
部
・
無
料

・
締　

切　

令
和
8
年
12
月
10
日（
木
）（
当
日
消
印
有
効
）

・
未
発
表
句
に
限
る

・
二
重
投
句
、
類
似
句
、
盗
作
は
入
選
を
取
消

・
投
句
後
の
作
品
の
変
更
は
一
切
不
可

・
送
付
先　

〒
659
│

0074　

芦
屋
市
平
田
町
８
│
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虚
子
記
念
文
学
館
内

虚
子
生
誕
記
念
俳
句
祭
事
務
局

部 門

学生の方は
学校名
・
学年

住 所 氏 名
ふ
り
が
な

虚
子
生
誕
記
念
俳
句
祭
応
募
用
紙

・
一

般

の

部

・
青
少
年
の
部

参

加
・
不

参

加

第
二
十
回
虚
子
生
誕
記
念
俳
句
祭 （
2
／
21・日
）

①②③④⑤⑥

●
行
事
へ
の
参
加
（
○
を
お
付
け
下
さ
い
。
無
印
の
場
合
不
参
加
と
な
り
ま
す
）

〒

T
E
L

第
二
十
回 

虚
子
生
誕
記
念
俳
句
祭

虚
子
記
念
文
学
館
主
催

俳
句
募
集

● 

募
集
締
切
 
令
和
8
年
12
月
10
日（
木
）（
当
日
消
印
有
効
）

● 

選
　
　
者
 
稲
畑
廣
太
郎【
虚
子
記
念
文
学
館
館
長
・「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」主
宰
】

 

坊
城
　
俊
樹【「
花
鳥
」主
宰
】

 

和
田
　
華
凜【「
諷
詠
」主
宰
】

● 

応
募
方
法
 
一
般
　
二
句
一
組
千
円
。

 

高
校
生
以
下
無
料
。

 

小
為
替
、
現
金
書
留
で
。
何
組
で
も
応
募
可
。

 

所
定
の
用
紙（
コ
ピ
ー
可
）で
郵
送
に
限
る
。

※
応
募
用
紙
を
コ
ピ
ー
す
る
場
合
、
モ
ノ
ク
ロ
コ
ピ
ー
可
。

　
原
寸
と
同
じ
で
、
応
募
用
紙
が
A
5
版
縦
と
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

● 

発
　
　
表
 
令
和
9
年
2
月
21
日（
日
）表
彰
式
に
て
発
表

 

投
句
者
全
員
に
入
選
句
集
を
送
付（
令
和
9
年
3
月
頃
）

 

虚
子
記
念
文
学
館
に
掲
示

 

虚
子
記
念
文
学
館
報
第
46
号（
令
和
9
年
4
月
発
行
予
定
）

 

に
掲
載

● 

賞
 

虚
子
生
誕
記
念
俳
句
大
賞
、
芦
屋
市
長
賞
、

 

芦
屋
市
教
育
長
賞
ほ
か

俳
句
祭
行
事

● 

日
　
　
時
 
令
和
9
年
2
月
21
日（
日
）午
後
1
時
か
ら

● 

場
　
　
所
 
虚
子
記
念
文
学
館

● 

行
　
　
事
 
記
念
講
演
　
小
杉
伸
一
路
氏【「
九
年
母
」主
宰
】

● 

参
加
費
 
三
、〇
〇
〇
円（
当
日
支
払
・
要
予
約
）

● 

定
　
　
員
 
五
〇
名
予
定

● 

主
　
　
催
 
公
益
財
団
法
人
虚
子
記
念
文
学
館

● 

後
　
　
援
 
芦
屋
市
、
芦
屋
市
教
育
委
員
会

 

国
際
俳
句
交
流
協
会
、
俳
句
ユ
ネ
ス
コ
登
録
推
進
協
議
会

 

（
公
社
）俳
人
協
会
、（
公
社
）日
本
伝
統
俳
句
協
会
、

 

ホ
ト
ト
ギ
ス
社（
50
音
順
）

● 

お
問
い
合
わ
せ
 
虚
子
記
念
文
学
館
　
〒
659－

0074
　
芦
屋
市
平
田
町
8－
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T
E
L 

〇
七
九
七－

二
一－

一
〇
三
六

 

F
A
X 

〇
七
九
七－

三
一－

一
三
〇
六

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

http://w
w
w
.kyoshi.or.jp/

 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
 kyoshi@
as.em

ail.ne.jp


